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第４学年算数科学習指導案

児 童 第４学年 男２４名 女１６名

指導者 野崎 祐司 （ぐんぐんコース）

石橋 多賀子（じっくりコース１）

宮崎 典子 （じっくりコース２）

わり算の筆算を考えよう１ 単元名

２ 単元の目標

○筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算のしかたについて理解し、それを

適切に用いる能力を伸ばす。

〔関心・意欲・態度〕 ・除数が２位数の除法計算のしかたを、既習の除法計算のしかた

をもとに進んで考えようとする。

〔数学的な考え方〕 ・見積もりをもとに、仮商のたて方や修正のしかたについて考え

る。

〔表現・処理〕 ・除数が２位数の除法計算を筆算で正確にできる。

〔知識・理解〕 ・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。

・除数が２位数の除法の筆算のしかたを理解する。

３ 児童の実態

児童は、２～３位数を１位数でわる除法計算の学習を１学期に行ってきた。

この学習では、小単元ごとに教育パートナーを活用した習熟度別３～４分割による少

人数学習の時間を設定し、それぞれの集団に見合った学習活動を行った。その結果、算

数を苦手としている児童でも、途中で考えるのをやめることなく、問題に対して粘り強

く取り組もうとする態度が見られるようになった。

また、解いた問題をすぐに教育パートナーに丸つけをしてもらったり、褒めてもらっ

たりするので、 一人一人がより意欲を持って問題解決に臨むことができた。

それらの結果、本クラスのそれまでの数と計算領域の到達度と比べると良い結果を得

ることができた （単元テストによる学級の到達度８９）。

算数が得意な子は、それまでは計算の速さや量を友達と競いあうことに楽しさを感じ

ていたが、この学習を通し、半具体物操作と結びつけながら筆算手順を説明したり、２

位数÷１位数の学習内容を生かしながら３位数÷１位数の筆算方法を考えたりすること

に楽しさを感じはじめるようになってきた。

一方で、九九や繰り下がり、繰り上がりといった基本的な計算の定着が不十分な児童

が８名程おり、本単元の学習内容を一人一人が理解するまでにはかなりの時間を要する

ことが予想される。

教研式知能検査（ｈ１７．６月実施）からは 『個別指導を多くして、きめの細かい、

指導をしたほうが良い 』という学級診断がなされている。このように個人差がとても。

大きいクラスであるが、１学期の学習で培った意欲を大切にし、個に応じた指導を本単

元でも心がけ、一人一人に力を付けていきたいと考える。
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４ 単元について

（１）教材について

わり算は、除数が１位数の筆算については４学年第３単元で一応完成している。本

単元は、１位数でわる除法の計算方法を生かしながら、２位数でわる筆算を工夫して

考えていく。除数が２位数であっても、計算を進めるときの考え方や手順は除数が１

位数のときと同じであるが、形式的に指導すると児童にとって計算方法の理解と習熟

は困難になる。そのために、計算の各段階の意味を十分に理解できるようにする必要

がある。

、 。除数が２位数になることによって 児童にとってはかなり抵抗の大きい計算となる

それは、今までは１回で決まっていた〈商を立てる〉段階が、仮商を立て、それを修

正して真商を求めるという、商の求め方が試行錯誤的になるからである。商の見当を

つけるとき、仮商の修正回数をできるだけ少なくすること、つまり、商を立てる際は

できるだけ真商に近い仮商を立てる力と確実な修正のしかたを身に付けさせることが

大切である。そのために、除数を２位数のままではなく「何十」という見方をして、

被除数と相対的な大きさから仮商を立てる考え方を理解させるようにする。そして、

仮商で計算した結果と被除数の大きさから、仮商を１大きくするか、１小さくするか

を確実に判断して処理できるようにしていく。

本単元では、被除数と除数に同じ数をかけても、同じ数でわっても商はかわらない

という除法の性質も学習する。この性質は、小数や分数の計算のしかたを考えるとき

に用いることのできる重要なものである。

（２）本単元に関わる基礎・基本

① 本単元までに身に付けておきたい基礎・基本

・既習の計算と関連付け、筆算を創り出そうとする態度

・１０や１００を単位とした数の相対的な見方

・２～３位数÷１位数のわり算の筆算のしかたについての理解とその技能

② 本単元で身に付けさせたい基礎・基本

・除数が２位数の除法計算のしかたを既習の除法計算を基に創り出そうとする態度

とその考え方

・除数が何十の除法計算のしかたについての理解とその技能

・除数が２位数の除法計算の筆算についての理解とその技能

（３）指導にあたって

本単元の導入では、既習のわり算の内容をふり返り、九九を適用することや筆算手

順を確かめた上で、新しいわり算の見通しをもたせたい。２位数であっても基本的な

考えは１位数と同じであり、それを基に新しい考えを創り上げる学習は、友達のよい

考えを学び合うことができる等質２分割で学習を進めていく。

新しい筆算の意味理解を図る学習は等質２分割で行うが、個人差が大きいという児

童の実態から、その後は習熟度別２分割（自己選択を重視）で学習を進めていくよう

にする。そして、小単元末の習熟を図る場面では、自己診断テストから、定着の度合

いに見合った習熟度別３～４分割の時間を設定し、個々に対応しながら筆算の意味理

解を深め、商の見通しを持って確実に筆算を処理できるようにしたい。また、つまず

いている子への個別指導を確実に行うために、教育パートナーを活用する。３～４分

割という少人数の指導形態に教育パートナーを加えることで、児童の意欲は大きく喚

起され、より主体的に対象にはたらきかけていくと考える。

、 、基本的な計算技能の定着が不十分な児童については 個別指導の時間を確保したり

個別に計算練習プリントや計算カードに取り組ませ、少しでも計算技能の力を伸ばす

ようにしたい。



５ 学習指導計画（全１９時間）
形 態 評価規準小

算数への関 数学的な 表現・処理 知識・理解単 時 主な学習内容 ☆教育パ

心・意欲・態度 考え方元 ートナー

① ・場面をとらえ，立式 ・６０を１０の ・６０÷２０の ・商と積の言葉

、何 について考える。 等質 たば６個、２０ ような計算を、 の意味を理解し

十 １ ・60÷20 の計算のしか ２分割 を１０のたば２ ６÷２をもとに あまりがある何

で ・ たを考える。 個と考えて、６ して計算するこ 十でわる計算の

わ ２ ・60÷20 の計算のしか ０÷２０のしか とができる。 しかたを理解し

る たをまとめる。 たを具体物や図 ている。

計 ・90÷20 の計算のしか を使って考える

算 たを考える。 ことができる。

。・計算練習をする

② ・場面をとらえ，立式 ・２位数÷２位 ・ ÷ の計87 21
２ １ について考える。 等質 数の答えを考え 算のしかたを図

け ・87÷21 の筆算のしか ２分割 ようとしている をもとにして考。

た たを考える。 学習感想には、 え，４人であま

の ２ ・除数を20(切り捨て) 習熟度別 １学期に習った り３枚を見つけ

数 と見て，商の見当をつ ２分割 方法とおなじだ られる。

で ける。 な等を書いてい ・８７÷２１の ・筆算のしかた

わ ・87÷21 の筆算のしか る。 筆算のしかたを を理解し、検算、

る たをまとめる。 既習事項をもと のしかたについ

筆 ・87÷21 の計算の検算 に除数と商をか ても理解して、

算 をする。 けて、被除数か その言葉の式が

１ ３ ・計算練習をする。 習熟度別 らひくという形 言える。

３分割 を書き込むこと

ができる。☆教育パ

ートナー

・86÷23 の筆算のしか ・過大商を立て

４ たを考える。 習熟度別 たとき、商を小

・除数を20 切り捨て ２分割 さく修正をしな（ ）

と見て，商の見当をつ がら計算ができ

ける。 る。

５ ・過大商の場合の仮商

修正1回のしかたを理解

し，この型の計算練習

をする。

・81÷12 の筆算のしか

たを考える。

・過大商の場合の仮商

修正2回のしかたを理解

☆教育パし，この型の計算練習

ートナーをする。

・78÷19 の筆算のしか ・過小商を立て

６ たを考える。 習熟度別 たとき、商を大

・除数を20 切り上げ ２分割 きく修正をしな（ ）

と見て，商の見当をつ がら計算ができ

ける。 る。

・過小商の場合の仮商

，修正のしかたを理解し

☆教育パこの型の計算練習をす

ートナーる。



・87÷25 の筆算のしか 習熟度別 ・除数の２５を ・８７÷２５の

，たを考える。 ２分割 ２０または、３ 筆算のしかたで

・除数を切り捨てた 過 ０のどちらに見 除数を３０か２（

大商）場合と，切り上 積もっても商が ０とみることが

７ げた（過小商）場合の 同じになること でき、どちらの

筆算のしかたを比べる に気づき、算数 数で表した方が。

・自分が仮商を立てや のおもしろさを 仮商を立てやす

すい除数の処理のしか 味わう。 く計算しやすい

たを考える。 のか、自分なり

の考えでまとめ

。ることができる

・153÷24 の筆算のし ・商の見当をつ ・３位数÷２位

かたを考える。 習熟度別 け、筆算手順を 数＝１位数の計

８ ・計算練習をする。 ２分割 説明することが 算ができる。

できる。☆教育パ

ートナー

・コース別に学習内容 習熟度別 ・自分のめあて ・２位数÷２位

９ の習熟を図る。 ３分割 が達成できるよ 数、３位数÷２

Ｂ１：基本的な問題や うに、意欲的に 位数＝１位数の

発展問題を選び、自分 練習問題に取り 筆算を、仮商を

のペースで取り組む。 組んでいる。 修正をしながら

Ｂ２：基本的な問題に 計算できる。、

本 教師の支援を得ながら

時 取り組む。

Ｃ：個別問題に、教師

の支援を多く得ながら

一つ一つ取り組む。

・3位数÷2位数③ ・場面をとらえ，立式 等質 ・具体物や半具 ・ ÷ の筆345 21
＝2位数の筆算が２ について考える。 ２分割 体物を操作しな 算のしかたを説

できるけ ・345÷21 の筆算のし がら、既習事項 明できる。

た １ かたを考える。 を生かして345÷

の ・345÷21 の筆算のし 21の答えを考え☆教育パ

数 ２ かたをまとめる。 ようとしている ・筆算のしかたートナー 。

で ・計算練習をする。 を理解し、その

わ 手順が言える。

る

筆 ・941÷23 の工夫した 習熟度別 ・省略できる部 ・商に０がたつ

算 ３ 筆算のしかたを考える ２分割 分を指摘するこ 場合の３位数÷。

２ ・計算練習をする。 とができる。 ２位数の筆算が

できる。

3位数÷2位数・コース別に学習内容 習熟度別 ・自分のめあて ・

＝2位数の筆算がの習熟を図る。 ４分割 が達成できるよ

できる。４ Ａ：いろいろな問題や うに、意欲的に☆教育パ

発展問題に取り組む。 練習問題に取りートナー

Ｂ：基本的な問題に、 組んでいる。

自分で取り組む。

Ｃ：個別問題に、教師

の支援を多く得ながら

がら取り組む。



④ ・商が等しいわり算の 習熟度別 ・被除数、除数 ・被除数を小さ ・被除数と除数

わ １ 式を見比べて、わり算 ２分割 と商の関係から い順に並べたと に同じ数をかけ

り のきまりを調べる。 除法の性質を友 き、被除数が何 てもわっても商

算 達や教師の説明 倍になっている が等しくなるこ

の を参考にして分 かを明らかにし とを理解してい

き かったことを書 た後、除数も何 る。

ま いている。 倍になっている

り かを調べること

ができる。

・150÷50＝3 と 15÷5 習熟度別 ・１０をもとに

２ ＝3，30÷10＝3 の関係 ２分割 した考え方以外

を調べて，除法の性質 で、９０÷３０

をまとめる。 の計算のしかた

・除法の性質を使って を説明できる。、

工夫した計算のしかた

を考える。

・3200÷400 の筆算の 習熟度別 ・終わりに０の

３ しかたを考え，末尾に0 ２分割 ある数のわり算

のある数の除法の簡便 は，除数の０と

な計算のしかたをまと 被除数の０を，

める。 同じ数だけ消し

てから計算する

ことができる。

また、あまりも

求めることがで

きる。

ま ・本単元を通した自己 習熟度別 ・単元を通して ・教科書ｐ１７

と １ 診断テストをもとに、 ４分割 の感想に、学ん ①③の基本的な

め 内容を選択して学習す だことや自己の 問題の筆算がで

る。 変容が書かれて きる。正答率７☆教育パ

Ａ：発展的な問題とし いたり、算数の ０％以上をめざートナー

て、世界のわり算調べ 楽さしにふれた す。

や西暦○○○○年の干 りしている。

支を考える。

Ｂ：自己診断テストを

もとに自分の課題を決

め、それにあったプリ

ントを選択して学習内

容の習熟を図る。

Ｃ：自己診断テストか

ら理解不十分と思われ

、る問題を個別に用意し

それを１つ１つ確実に

こなすことで学習内容

の習熟を図る。
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６ 本時の指導

（１）本時の目標

２位数÷２位数、３位数÷２位数＝１位数の筆算を、被除数の大きさに着目して仮商を

立て、その仮商を修正しながら計算できる。

（２）具体の評価規準と教師の支援

努力を要すると判断された児童への支援評価の観点
評価規準、支援 十分満足できる Ａ 概ね満足できる Ｂ

［算数への関心・ 自分のめあてを達成 自分のめあてが達成 つまずいている児
意欲・態度］ しても、さらに次のめ できるように、意欲的 童には、その箇所に

自力解決の様子 あてに向かおうとして に練習問題に取り組ん 応じて支援する。
から評価する。 いる。 でいる。
（ 、 ）観察 自己評価

［表現・処理］ ２位数÷２位数、３ ２位数÷２位数、３ 問題を精選し、仮
計算の正確さか 位数÷２位数＝１位数 位数÷２位数＝１位数 商の求め方や修正の

ら評価する。 の筆算が、真商に近い の筆算を仮商を修正し 判断のしかたを１つ
（学習シート） 仮商を立てることで仮 ながら正しく計算がで ずつ確かめたあと、

商 修 正の 回数 が 少な きる。 自分の力で解くよう
く、確実に計算ができ にする。
る。 商、かけた数、ひ

いた数を□にし、意
識しながら計算を進
めることができるよ
うにする。

（３）本時の指導にあたって

本時は、前時までに学習してきた２～３位数÷２位数＝１位数の計算の習熟を図る時間

である。

本時は、理解の程度に応じた学習活動を保障し、一人一人の力を伸ばすために習熟度別

。 、 、３分割で行う 児童は 自己診断テストをもとに客観的な資料と自分の希望を摺り合わせ

教師のアドバイスをもとにコース選択を行っている。

「じっくりコース２」は、九九計算、繰り上がり、繰り下がりの処理、仮商の見通しが

不十分な４名程度の児童を対象とする。繰り下がりの計算が途中になく、唱えやすい九九

で解決できるといった、筆算途中の計算が容易な問題を用意する。それを教師と一緒に解

きながら、仮商の立て方や仮商修正のしかたを学び直すことで処理の力を伸ばすようにす

る。

「じっくりコース１」は、仮商を立てたり、それを修正したりするのが不確かな１０名

程度の児童を対象とする。問題の考え方を教師と一緒に確かめた後、基本的な問題を自力

で解決できるように個別に支援していき、精選した基本的な問題を確実に処理できるよう

にする。

「ぐんぐんコース」は、筆算処理が大体できる児童を対象とする。より確かな計算の力

を身に付けさせるため、自分が苦手とする練習問題に自力で取り組むことを通し、確実性

を高めるようにする。すでに筆算処理が速く確実にできる児童には、次時に扱う３位数÷

２位数＝２位数の問題を発展問題として考えさせ、より力を伸ばしていくようにしたい。

本時は、個別指導を確実に行うために教育パートナーを活用する。教師は大きくつまず

いている児童を見取り、個別に支援するようにする。児童にとっては、計算できたことが

すぐに評価されるので、一層の意欲をもって問題解決にあたることができ、その力を伸ば

すことができると考える。



（４）展 開（じっくりコース１） 
過

程
学 習 活 動 教師の支援 ◇評価 ☆教育パートナー

つ

か

む

５

分

考

え

る

30
分

ま

と

め

る

10
分

１ 課題を確かめる

わり算の筆算が正しくできるように

なろう。

・ 個人のめあてを確認する。

筆算の手順、商の見当のつけかた

繰り下がりのある引き算

あまりが大きくならないようになど

２ 筆算の手順を教師と一緒に確かめ、類

似問題を解く 
（１） 過大商を立てたときの修正の仕方

（２） 過小商を立てたときの修正の仕方

（３） ３位数÷２位数の仮商の立て方 

数問毎に教育パートナーのところに

行き、丸つけをしてもらう。

３ 確かめ問題を解く 
本時に解いた問題の中から 3 問抽出

した確かめ問題に挑戦する。

４ 本時の学習をふり返る 
課題ができたか、学習に向かう態度

はどうだったかについて自己評価し、

感想を書く。 

・ これまでのわり算の筆算の仕方を確かめ、力

をつけるようにと補足する。

・ どこでつまずくことが多いのか、どこが難し

いのかを発表させ、個人のめあてを明確にも

たせる。

・ 学習内容毎に筆算の手順を確かめ、本時はそ

れらの問題が混ざっていても正しくできるよ

うにすることに意欲をもたせる。

◇ 自分のめあてが達成できるように、意欲

的に問題に取り組んでいる。 （観察）

→立ち止まっている児童には、つまずきの箇

所に対応して個別に指導をしたり、細かに

丸付けを行い自信をもたせたりする。

→意欲的に取り組んでいる児童には、認め励 
ます。

☆ 教育パートナーには、児童がどこでつまずい

たのか分かるように、まちがいの箇所を示し

てもらうようにする。

・ 1 時間毎に正しく計算できるようになってき

ていることを認め、次時への意欲をもたせる。

◇ ２～３位数÷２位数＝１位数の筆算を仮

商を修正しながら正しく計算できる。

（学習シート）

→丸つけをしてまちがいがあった時には教師

に見せるようにし、まちがえた理由を明ら 
かにしてから次の問題に取り組ませる。

→速く確実にできる児童には、より多くの問

題に取り組ませる



（４）展開（じっくりコース２） 
過

程
学習活動 教師の支援 ◇評価 ☆教育パートナー

つ

か

む

10

１ 筆算のしかたをみんなで確認しあう。

８７÷２１

① ８÷２１はできないので商は一の位に

立てる

② わる数２１を２０とみて８７÷２０で

商を４とする

③ ２１と４をかける

④ ８７から８４をひく

２ 課題を確かめる

・計算の手順を確かめる。

の４つを常にチェックしながら計算を進めるよ

うにする。

・商の修正は④で確認して行われることをおさえ

る。 
・計算の順序に気を付けて正しく計算できること

をめあてにする。各自が気を付けることを発表

させ意欲的に取り組ませたい。

考

え

る

25

３ 自己診断テストのまちがった問題に挑戦す

る。 
Ａ児 
Ｂ児 
Ｃ児 
Ｄ児 

４ 商の立つ位置、商の見当のつけ方に注意して

計算をする。

６７÷２２

９６÷２１

６８÷３４ 

５ 仮商修正の仕方に注意して計算をする。

７８÷１９

８５÷２７

６３÷３２

６ わられる数が３けたの計算をする。

１４９÷２１

２５７÷３２

７ 自分で問題を選んでわり算の計算をする。

① ８９÷４３

② ６５÷２２

③ ９３÷１８

④１６１÷１８

・個々の子どものつまずきをおさえ補充指導をす

る。 

・九九が比較的定着している２の段、３の段を使

って計算手順が身につくように練習させる。

・100 円玉、10 円玉でたてる位を考えさせる。

・わられる数が３けたのわり算に取り組ませ、計

算手順が同じことに気づかせる。

・計算手順がどの問題でもあてはまることが分か

るようにする。

☆手順が分かった児童は、パートナーにまるをつ

けてもらいながら次の問題に進むようにする。

・商の見当のつけ方、仮商修正の仕方、くり下が

りのひき算でつまずいている子どもを支援す

る。 
ま

と

め

る

10

８ 確かめ問題に挑戦する。

９８÷３１

１５７÷２４

・本時の学習の成果を確かめる。

・振り返りをもとに一人一人に課題と成果をつかま

せる。

わり算のひっ算が正しくできるようになろう

①商は何の位に立てるか。

②わる数を何十とみて商の見当をつけたか。

③一の位から順にかけているか。

④ひくことができるか。ひいた数がわる数よ

り小さいか。

◇まちがったわけが分かり意欲的に問題に
取り組んでいる。

→チェック項目の何番なのかを見つけまち
がいを明確にする。

→分からない九九は下敷きを見ながら進め
る。 

◇商の立つ位置、商の見当のつけ方が分か
る。 

→計算の順序を言いながら手順を確認する。
→商、かけた数、ひいた数を□にしてチェッ
クを意識しながら計算を進めることがで
きるようにする。

◇仮商修正の仕方が分かる。
→計算の順序を言いながら手順④でひくに
着目させ、どういうときにどのように修正
するのかを明確にする。

◇商の立つ位置、商の見当のつけ方、仮商修正の
仕方が分かりわり算の筆算が正しくできる。

→つかむで扱った４つのチェック項目からまち
がいに気づかせる。

◇次の時間の学習の見通しをもつことができる。
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（４）展開（ぐんぐんコース）

過 学習活動 教師の支援 ◇評価 ☆教育パートナー
程

つ １ 課題を確かめる

か

む いろいろなわり算にちょうせんし、

５ 力をつけよう。

分 ・個人のめあてを確かめる。 ・商の修正のしかたなどを確かめるように

筆算手順、繰り下がり、 する。

商を見通しよく立てる など

・コースを確かめる。 ・自己診断テストの結果をもとに、問題数

が少なくスモールステップで進むコースか

考 ２ わり算の筆算問題を解く 難易度がやや高く問題数も多いコースのど

。え ちらかを事前に選択させておくようにする

。る ・自分が選んだコースにそって解き進む

解き終わったら教育パートナーのところ ☆児童が解いた問題を丸つけし、間違った

に行き、丸つけをしてもらう。 箇所があればそこを示してもらう。また、30
分 ・間違えがあった場合は教師のところへ 児童へ次の活動の指示をしてもらう。

行き、間違えたわけを確かめてから直す ◇意欲的に問題に取り組んでいる （観察）。

ようにする。 →つまずいている児童には、その箇所に応

じて個別に支援する。

→意欲的に取り組んでいる児童には、認め

励ます。

◇２～３位数÷２位数＝１位数の筆算を仮

（学習シート）商を修正しながら計算できる。

→丸つけをしてもらい、間違えた時にはそ

の理由を明らかにしてから直すようにさせ

る。

→速く確実にできる児童には、発展として

３４５÷２１の問題に取り組ませる。

☆発展問題に取り組んだ子の説明も聞いて

もらうようにする。

ま ３ 力がついたか確かめる

と ・確かめ問題に挑戦し、パートナーに丸 ☆確かめ問題ができたら、大いに褒めても

め つけをしてもらう。 らう。

る ・確かめ問題が終わった子は、学習感想を

４ 学習をふりかえる 書かせるようにする。

、10 ・自己評価を行い、感想を発表する。 ・この時間で力がぐんとついたことを認め

分 次時の意欲をもたせる。




